
【別紙様式 9】  

平成 21年 4 月 10 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  張  喬 森   

所属・資格  商業学科・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

1種目Ⅰ奨励研究力一般研究（個人研究）／一般研究（共同研究）／総合研究  
注：該当する種目を0で囲   んでください。   

2 研究課題  

半導体産業における中国の対内直接投資 一台湾企業を中心  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担） 

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名   学会名   発表テーマ  発表年月   

orFatalAttraction  

※ホームページ等での公開の（⑳・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してく  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年  

日 本 大 学 総 長  殿  

4  

所属・資格  商学部・準教授  

下記のとおり提出いたします。  

1種目l奨励研究イニ般研究個人研究）レ一般研究（共同研究）／総合研究     注：該当する種目を○で囲   んでください。   
2 研究課題  

l  

AutonomythroughDependence：theparadoxesandchallengesof負nanCialpolicyinMeijiJapan   

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）   

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名   学会名   発衷テーマ  発表  年月  

声 部爪・雑誌論文 屠吉t雑誌・抜き刷り等を添付してくださし㌔コピーの場合は掲載されたことが甜的にわかるものを添  

著者・執筆者   著書名・雑誌名／論文名  巻・号  年月   出版社  

※ホームページ等での公開の㊥・否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



監別紙様式 9遥  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年疫 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年2月18日  

氏  名  J  
所属・資格  商学部・専任講師  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由審を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－054  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年3月11日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

清 水  正  

芸術学部文芸学科・教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開のeり否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   







【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・056  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3月 31日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  個07－58  ＊課題番号  

注：課題番号を紀入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月27 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

伊藤賢一   氏  名  

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07・059  ＊課題番号  

注：課題番号を昔己入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月  20 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

鈴 木 徳 一  

理工学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  1 種 目  ）／一般研究（共同研究）／総合研究   奨励研究  

2 研究課題  

複雑ネットワーク理論を用いた地震現象の研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  発表テーマ  発表年月  

第5回ネットワーク生態  
学シンポジウム  

……■…－‾－‖‥……‥…‾  

甘蕃砺謹筆答  

地震の複雑ネ  
な発展  

ットワークのダイナミカル  2009年3月   

2008年9月   
■■■‘‘－  

蘇禾徳＝∵  
－■  

垣雇面優麗官㌻丁ラここす了ご畜序言貢ずこ＝  

（登壇者 鈴木）  リング関係式  

The concepts of compIex  
understandin亡Ofearth（luak（  

2008年9月  
阿部純義・鈴木徳一  
（登壇者 鈴木）  

European  SeismologicaI  
CommissionESC2008  SClenCe  仙  

「テニークた首げ首グテ貢  
‾－－■－‾‾‾…‾■‾‥  

す66テ首盲甘  
日本物理学会  

阿部純義・鈴木徳一  
（登壇者 鈴木）  

地震の複雑ネッ  
ター係数のダイナミカルな発展  

5 著書・雑誌論文 離・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピーの場合は掲載されたことが容積的にわかるものを添付してください。）  

著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  

阿部純義・鈴木徳一  2009年2月  PhysicaA／Scalingrelationforearthquakenetworks  

PhysicaA／Violation of the Scaling ReIation and  
Non－MarkovianNatureofEarthquakcA魚ershocks  

ProceedingofEuropeanSeismologica］CommissionESC  
200g／The concepts of complex network advance  
塵担象ず甲叫腱 

……＿仙榊．－叫－W＿  

TheEuropeanPhysicalJournalB／DynamicaJevolution  
OfclusteringlnCOmplexnetwo止ofearthquakes  

388・12  

3g8・9  

EIsevier  

阿部純義・鈴木徳一  2009年2月  

2008年9月  

2007年10  
月   

EIsevier  

European SeismologlCal  
Commission  

阿部純義・鈴木徳一  

阿部純義・鈴木徳一  59  EJ）P Sciences  

※ホ‾ムペ‾ジ等での公開の（巴）否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



【成果物9－2コ   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－060  

注：課題番号を‡己入してください。  

平球19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 3 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。   



【成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

偲叩－06l  ＊課題番号  

注：課超番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 20 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  小 早 川  悟  

下記のとおり提出いたします。  

発表年月   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を妃入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 J 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

下記のとおり提出いたします。  





【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－063  

注：課題番号を嘗己入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 10日  
日本大学総長 殿  

氏名   桜井慎＿  亀  
所属・資格 理工学部・ 教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（㊦否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由事を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07・064  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 20日  
日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。   



［成果物9－2コ   



【別紙様式 9】  個07－065  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 17 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

所属・資格 理工学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
リー般研究（共同研究）／総合研究   1 種 目  奨励研究／  

2 研究課題  

未知形状瓦礫撤去作業を行う小型レスキューロボットシステムの研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等 く要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表年月  発表テーマ   学会名  発表者名  

カセンサを利用したレスキューロボット  
によるガレキ撤去作業に関する研究  

2007年9月   

一女す甘ラ車■す計‥－‾‥‾  

日本機械学会2007年度  
年次大会  

SICE Annual Conference 
2007  

宮坂啓太・羽多野正俊   

”asatoshiHatano  Research on Rescue Robots with Force  
Sensors on the Fingertips for Rubble  
WithdrawalWorks   

ResearCh on Rescue Robots with Force  
Sensors on the Fingertips for Rubble  
WithdrawalWorks  

SICE Annual Conference 
2008  

Keita Miyasaka  
MasatoshiHatano  

5 著書・雑誌論文 鷹番・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピ」－の場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

出版社・発行所  著書名・雑誌名／論文名   著者・執筆者  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由番を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［成果物9－2］   



－
．
」
 
 

【別紙様式 9】  
個07・066  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください．  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  
平成 21  年3  月2 日  

′く→、、ヽ  邑‥－弓 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  桑 原 噂 雄  

所属・蟄格 理工学部・航空宇宙工学科・教授  

ド記のとおり提働いたします。  

※ホームページ等での公開の  いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由晋を添付して下さい。   



［成果物9－2］  

6 その他の発表   
新聞掲載  

新聞名 （朝刊・夕刊）  発表／／掲職粁名  

オ，CT），シナリオ，写寛．舞台等）  

提刷物   内 容   敦 盛  

…仙－ ‡   

その他ービデ  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください鈷）  

（知的財塵樺の取得）  

（外部蒼金の獲得）  

（他の脚光への発展）  

ダクテッド‡コケットの燃焼安定性に対して基礎デー・タが取得で書た．今後開発するにおいての方向の・－・・・つ  

になりうるものと考えられる．  

rその他）   



【別紙様式 9】  
個07－067  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 20 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

塩  野  氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由昔を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  





【別紙様式 9】  個07－068  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 4 月 13 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  木  

所属・資格理工学部・教授   

下記のとおり提出いたします。  





【別紙様式 9】  
個07・069  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  3月 11日  

日 本 大 学 総 長  殿  

藍屋＿俊紀 氏  名   

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥・否）げれかを○で囲んでください。菅の場合は・理由甘を添付して下さい。   



なし   



【別紙様式 9】  
個07・070  ＊課題番号  

注：課領番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年 4月 20日  

日 本 大 学 総 長  殿  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の①・香）いずれかを0で囲んでください○否の場合は．理由さを添付して下さい○   









【別紙様式 9】  
＊課題番号  個．07－072  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 20年4月 20日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

下記のとおり提出いたします。  

User
鉛筆

User
テキストボックス
個



［成果物9－2】  

6 その他の発表   

新聞掲載  

掲載年月日  新聞名 （朝刊・夕刊）   発表／掲載者名  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

提出物  氏 名   

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

（外部資金の獲得）   

（l）松尾学術振興財団研究助成  
研究課題：ボース・アインシュタイン凝縮体中への光情報の保存  

助成額：2，990，000円，研究期間：2006年～2007年  

（2）光科学技術研究振興財団助成  

研究課題：極低温原子集団およびボース・アインシュタイン凝縮体による光保存」  

助成額：2，500，000円， 研究期間：2008年～2009年   

（他の研究への発展）  

日本大学Nプロジェクト「ナノ物質を基盤とする光・量子技術の極限追求」 研究分担者  

（その他）   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・073  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 20 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

所属・資格理工学部・准教授   

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月13日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・質格  

小 幡 義 彦  

生産工学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の空）否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 3月 30日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 新妻清純 

所属・資格  生産工学部 ・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の空）否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2】   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年  3月 26日  
日 本 大 学 総 長  殿  

保 坂 成 司  氏  名  

所属・資格  生産工学部土木工学科・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（◎・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月16日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  贋 田 直 行  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の軽）否）いずれかを○で圃んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい8   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4月13日  

日 本 大 学 総 長  殿  
・′甥・、     ＿＼  

氏  名  津 野  孝  l  1J   

所属・資格 生産工学部・准 教 授  

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月1日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

飯 沼 守 彦  

生産工学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい0   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月13日  

日 本 大 学 総 長  殿  

亀井光雄  
ド箋  

氏  名   

所属・資格  
＼て二 

生産工学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の嘩）否）いずれかを○で囲んでくださいD否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月16日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  小 澤 善 隆  

所属・資格  生産工学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の◎否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・082  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年4月15日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を糾して下さい。   



［成果物9－2］  

6 その他の発表   

新聞掲載  

掲載年月日  発表／掲載者名  新聞名 （朝刊・夕刊）   

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

氏 名  提出物  

7 その他の成果 （下記のような成果があれば記入してください．）  

（知的財産権の取得）  

（1）出願番号：特願2007－217366，名称：物性測定装置及び物性測定方法，出願年月日：平成19年8月23  

日（2007），発明者：横田理，長尾光雄．（2）出願番号：特願2007－217367，名称：硬軟試験方法，硬軟試験  

装置，及び硬軟測定装置，出願年月日：平成19年8月23日（2007），発明者：横田理，長尾光雄．（3）出願  

番号：特願2008－317506，名称：脈波測定装置，出願年月日：平成20年12月12日（2008），発明者：横  

田理，長尾光雄．  

（外部資金の獲得）  

・種別：助成研究（公募），名称：平成19年度うつくしま次世代医療産業集積プロジェクト共同研究事業（一   

般枠），研究開発題目：指診型筋肉組織緊張度評価測定装置の開発，総額：487万円，期間：平成19年7   

月18日～平成18年3月10日，主体：財団法人 福島県産業振興センター．  

・種別：助成金（公募），名称：平成20年度シーズ発掘試験，研究課題番号：03・054，研究題目名：クリー   

プ回復を利用した粘弾性特性，研究代表者：横田理，共同研究者：長尾光雄，総額：200万円，期間：   

委託研究契約締結目～平成21年3月31，主体：独立科学技術振興機構JSTイノベーションプラザ宮城．   

（他の研究への発展）   

他の生体部位の応用として椎間板硬度計測や膝前十字靭帯再建時の関節内張力計測，また，筋疲労判定や  

他の疾患関連と筋肉硬軟判定計測が有効である点が分かり検討を進めたい．さらに，生鮮食料品や食品への  

鮮度管理や品質管理などへの応用が期待できるため計測手段の開発を検討したい．  

（その他）  

展示会出展：名称（メディカルクリエーションふくしま2007），主催（財）福島県産業振興センタ  
ー・福島県，会場（ビックパレット福島），テーマ（生体部位の粘弾性計測システム開発に関する試  

作品），2007．11．16－17．  

展示会出展：名称（メディカルクリエーションふくしま2008），主催（財）福島県産業振興センタ  
ー・福島県，会場（ビックパレット福島），テーマ（生体部位の粘弾性及び硬軟評価方法と計測装置  

の開発），2008．11．20－21．   



【別紙様式 9】  
個07－083  ＊課題番号  

注こ課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成  21年  4月  8日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 児玉 大輔  

所属・資格 工学部・准教書受  

下記のとおり投出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－084  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年  5月 14日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  工学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（⑳・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－085  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年5月7日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  森  英  嗣  

所属・資格  准 教 授   

下記のとおり提出いたします。  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・086  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成21年 4月 1日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  池田 弘子  

下記のとおり提出いたします。  

・否） いずれかを○で囲んでください。菅の場合は．理由キを添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07・087  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 8 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の（周・否）いずれかを○で囲んでください。香の場合は．理由書を添付して下さい。   

User
長方形



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－088  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 1日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

武市  収  

歯学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  奨励研究／  一研究（個人研究）／  般研究（共同研究）／総合研究   

2 研究課題  

難治性根尖性歯周炎における蛋白糖化最終産物（RAGE）の発現について  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

Nitric oxide は歯根肉芽脛中の  
vascularendothelialcadherinを抑制  
し血管透過性に関与する  

第128 回春寧日本  
歯科保存学会  

演 真史、武市 収  
他  

成20年6月5日  

Nitric oxide controIs VE－Cadherin・  
mediated va＄Cularintegrity in  
PerlaPicalgranulomas  

86th general session 
oftheIADR  

武市 収 他  成20年7月3日  

5 著書・雑誌論文 俸寄・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピーの場合Iま掲載されたことが客観拘にわかるものを添付してください．）  
著書名・雑誌名／論文名  著者・執筆者   出版社・発行所  

Climical  and  Experimental  
Immunology／  
Nitric oxide attenuates vascular  
endothelial  cadherin－mediated  
VaSCularintegrityin human chromic  
inflammation  

成20年   

12月  

HamaS，1旭keichiO  
efa⊥  

Blackwell Science 154・3  

否） いずれかを○で因んでください。否の場合は，理由寄を添付して下さい。   晃ホームページ等での公開の  



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07・089  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 1日  
■‘L・・凸ヽ  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥・菅）いずれかを0で囲んでください。菅の場合は．理由書を添付して下さい。   



【成果物9－2】   



【別紙様式 9】  

注：課超番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

※ホームページ等での公開の（固・菅）いずれかを0で囲んでください。菅の場合は．理由書を添付して下さい。  

［成果物9－2】   



6 その他の発表   

新聞掲載  

発表／掲載音名  新聞名 （朝刊・夕刊）  

その他（ビデオ，CD，シナリオ，写真，舞台等）  

提出物  

7 その他の成果 （下肥のような成果があれば記入してください。）  

（知的財産権の取得）  

なし  

（外部資金の獲得）  

平成20年度科学研究費補助金 基盤研究（C）課題番号20592283  
間接修復用コンポジットの耐摩耗性改善に関する研究  

（他の研究への発展）   

本研究においては，硬質レジン前装冠の金属材料（チタン合金），前装材料として間接修復用コンポジット，  

金属表面処理材料として金属接着性プライマーを選択し，前装材「金属境界部に対する摩耗の影響を明らか  

にすることを目的とした。金属境界部の処理条件すなわち各種金属接着性プライマーを使用した場合の前装  

材一金属境界部の摩耗について明らかにした。その結果，境界部を持つ試料に対しては，プライマーを塗布  

することで前装材一金属境界部の微小破折が減少した。使用する歯科用金属と金属接着用プライマーの組み  

合わせで当該部位の微小破折の様相が異なった。以上の結果より金属接着用プライマーを前装材－・金属境界  

部に使用することにより，臨床的に破折しにくい補綴装置を製作できる可能性をあることを示した。   

本研究の結果を礎として，硬質レジン前装冠のさらなる良好な予後を得るために間接修復用コンポジッ  

ト単体に着目し，耐摩耗性改善を図るため各種重合条件の違いが耐摩耗性に及ぼす影響について，獲得し  
た外部資金を用い現在研究中である。  

（その他）  

なし   



【別紙様式 9】  
個07・091  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 1日  

日 本 大 学 綺 長  殿  

本吉  満  氏  名  

下記のとおり提出いたします。  

発表年月  

2008 9   



［成果物9－2］  

数 量   



【別紙様式 9】  
個07・092  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21年 4 月 8 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

下記のとおり提出いたします。  





【別系氏様式 9】  
＊課題番号  個07－093  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 5  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 清 水 武 彦  

日  

所属・資格 松戸歯学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥・菅）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9】  
個07－094  ＊課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 5 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 大 口 純 人  

所属・資格 松戸歯学部・准教授  

下記のとおり提出いたします。  

1 種 目  奨励研究ノ  一般研究（共同研究）／総合研究  

2 研究課題  

64列マルチスライスCT血管造影と核磁気共鳴検査（MR）による冠動脈描出の比較  

3 研究細．粍（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  発表テーマ  発表年月  

大口純人，井上文央，  
佐棒裕一，長尾牡  
蛎巻迂夫  

核磁気共鳴検査（MR）と64列マルチスライ  
スCT血管造影による冠動脈描出の比較  

第40回日本動脈硬化  
学会  2008年7月  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピー切場合は掲載されたことが客観的にわかるものを5耐寸してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所   著者・執窄者  

IntJOral一日ed Sci／  
Nasalimmunization with a 40kDa Outer  

Membrane Protein Porphyromonas   
gingivalisInhibits Atherosclerotic   
Plaque Accumulation Caused by Oral  

P．gingivalisInfection  

Yukiko KoizLlmi，   
Tomo】（O KuriL白l，   

Sunito Oguchi，  
MasahumiYamamoto  

Resear・ChInstit，ute   

of Oral Science 

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物9－2］   



【別紙様式 9、】  
個07－095  ＊課題番号  

注：課題番号を妃入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 5 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格松戸歯学 

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する積日を○で囲んでください。  
三1 種 目  奨励研究  リー般研究（共同研究）／総合研究   

2 研究課題  

Apo－E KOマウスの動脈硬化発症・進展における歯周病原細菌の関与  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  

5 著書・雑誌論文（著啓一雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピーの場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著者一執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所  

INFECTION ANDIMMUNITY／   
NasalImmunization with PbL7］bJmOnaS  

ginglγBlisOuterMembraneProteinDecreases  
PglnglvBlls－Induced Atherosclerosis and  

Inflan］mationin Spontaneously  
Hyperlipidemic Wice  

Vol．76  

No．7  
ATtlerican Society  
for Microblology  Y．Koizumi，et al．  2008．7  

※ホームページ等での公開の㊥・否）げれかを○で因んでくださいD否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［成果物′9－2、］   



【別紙様式 9】  
＊課題番号  個07－096  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成 21 年 3 月 3 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 山  仁  

所属・資格 松戸歯学部・専任講師  

下記のとおり提出いたします。  

1 種 目  ／一般研究（共同研究）／総合研究  奨励研究   

2 研究課題  

間某組織における歯の形態形成能獲得機構に関する研究  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  

5 著書・雑誌論文 唐音・雑誌・抜き刷り等を添付してください。コピ」の場合l槻されたことが客観的にわ力、るものを尉寸してください。）  

著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名  出版社・発行所   

Research Institute 

of OralScience，  

Nihon University  
Schoolof   

Dentistry at  
Matsudo  

InternationalJournalof Oral－Medical  
Sciences／  
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